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・関東農政局ホームページ（組織案内・組織図）
https://www.maff.go.jp/kanto/annai/sosiki/index.html

・関東農政局入省ガイド２０２３
https://www.maff.go.jp/kanto/annai/saiyou/attach/pdf/saiyoujyouhou_daisotsu2023-2.pdf



農林水産省の役割
農林水産省は、食料の安定供給と、活力ある地域社会の維持、国土・自然環境の

保全などを通じて我が国の経済社会と国民生活の安定を図るうえで極めて重要な役
割を果たしています。

農林水産省では、食の安全確保と安定供給、農業経営の安定、
農業構造の強化、農山漁村地域の活性化などに、幅広く取り組ん
でいます。大臣官房では、その基本的な政策ビジョンの策定、法
令審査、予算編成、国会との連絡調整、広報活動、地方との連携、
災害対策、食料安全保障、環境政策、統計等を担っています。

国内外でSDGsや環境を重視する動きが加速する中、我が国の食料・農林水産業は気候変動への対応、生産者
の減少などの政策課題を抱えています。このため「みどりの食料システム戦略」を策定し、省一丸となり食
料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立の実現に取り組んでいます。

世界の人口増加に伴う食料需要の拡大が見込まれる中、気候変動や世界情勢の変化等により、食料の安定供
給に対する懸念が高まっており、食料安全保障強化が重要となっています。このため、食料需給動向の調査・
分析や、食料需給トレンドの将来予測モデルの開発、不測時に備えたシミュレーション演習等に取り組んでい
ます。

農林漁業・食品産業の現場や農林水産省の業務運営のデジタルトランスフォーメーション(DX)を戦略的かつ
迅速に進めるのがデジタル戦略グループのミッションです。2021年3月公表の「農業DX構想」に即し、行政手
続きのオンライン化や、農地情報を統合する農林水産省地理情報共通管理システムの開発などを進めています。
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食品産業は、食品の加工・製造・流通を担い、消費者の
ニーズに応じて食品を供給する役割を果たすとともに、国産
農林水産物の主要な需要先であり、地域経済を支える産業と
なっています。時代の変化に対応し、消費者の豊かな食生活
を支えるため、食品産業の育成・振興、ESG対応、フード
テックなどを進めています。

何よりも大切なのは、国民の健康を守るということ。消
費・安全局は、この考えのもと、生産現場から食卓までのあ
らゆる場面で科学的な根拠に基づいた措置を講じています。
具体的には、家畜や農作物などの病気等を防ぐとともに、諸
外国との検疫協議や食品表示の適正化、食育などにも力を入
れています。

農林水産物・食品の輸出額を2030年までに5兆円とする目
標の達成に向け、海外での販売力強化、輸出産地の育成・展
開、放射性物質や動植物検疫規制の緩和・撤廃交渉などの取
組を行うとともに、知的財産の保護・活用に取り組んでいま
す。また、TPP、WTO等の貿易交渉や、国際会議等にも力を
入れています。

農産物の生産・販売を持続的に拡大し、農業者の所得向上
を図るため、農産物の生産振興施策と環境保全を推進してい
ます。具体的には、農産物の高品質化や農業者の所得向上を
図ることで、米・麦や、さとうきび・てん菜、茶、野菜・果
樹などの生産振興に取り組むとともに、環境保全で消費者の
信頼確保に努めています。

畜産物を安全かつ安定的に供給するとともに、畜産農家や
関連事業者の経営安定等を図るため、生産から流通・消費に
至る一連の畜産振興施策を推進しています。高まる需要に応
えるため、牛肉等の国内生産量を増やすほか、畜産農家の労
働環境の改善、環境対策等に取り組んでいます。
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農業経営の改善と発展に向けた各種施策を進めています。
具体的には、担い手への農地集積・集約化を進めるとともに、
融資、税制などの重点的な支援、新規就農対策などに取り組
んでいます。また、天候などに左右されやすい農業経営を安
定化させるためのセーフティネットの確保、農協の指導や監
督も行っています。

土地や水は、我が国の農業生産を支える重要なインフラで
す。農業の競争力を高め、農村地域を災害から守るため、そ
れらの保全や管理・整備を進めています。また、農山漁村の
美しい景観、伝統的な食、古民家やジビエなど、これら宝を
磨き上げ、農山漁村の振興に繋げるための地域の特色ある取
組も推進しています。

日本の農業を魅力ある成長産業とするカギは「スマート農
業」にあります。先端技術を現場に実装することで、生産者
の負担軽減と所得向上を目指します。また、環境問題が深刻
化している中で、食料・農林水産業の生産力向上と持続性の
両立をイノベーションで実現していくため、環境負荷軽減に
取り組んでいきます。

先人の努力により造成された日本の森林資源は、今まさに
本格的な利用期を迎えています。「グリーン成長」を実現し、
豊かな森林を次代に継承していくことが林野庁の使命です。
そのため、木材利用のニーズを拡大するとともに、林業の効
率化や、低コストかつ安定的な木材供給体制を推進していま
す。

我が国では水産物の漁獲量の減少が続いている一方、世界
ではその需要が拡大しており、我が国の水産業は大きな成長
のチャンスを迎えています。水産庁では、70年ぶりの漁業法
改正をはじめ、資源管理体制の構築、スマート水産業の実現、
輸出促進、そして国際交渉などにリーダーシップをとって対
応しています。
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企画調整室
農政局が所掌する各種施策に関する企画・総合調整、広報・報道活動、

農畜産物等の災害対策のとりまとめ、農畜産物・飲食料品等の物価対策、
農政全般に関する情報発信・収集及び相談対応等の事務。

総務部 公文書管理、職員の人事・給与・福利厚生、一般会計・特別会計の経
理、国有財産の管理等の事務。

統計部 農林水産行政に必要な農林水産業及び農林漁家に関する統計調査の実
施やとりまとめ、その結果についての報告書の作成の事務。

関東農政局は、農林水産省の地方行政組
織（全国で７か所）の１組織として、茨城、
栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、
山梨、長野及び静岡の１都９県を管轄し、
地域の特性を活かしたきめの細かい農業行
政を総合的に推進しています。

生産部
農畜産物の生産振興等に関する各種指導・助成、米の需給調整、経営

所得安定対策、主要食糧の売買・管理、地方競馬監督、各種生産技術対
策や環境保全型農業の推進等の事務。

経営・事業支援部
担い手の育成・確保、担い手への農地集積・集約化、農林水産物・食

品の輸出の促進、バイオマスの利活用の推進、新規就農の促進や女性の
活動促進等の事務。

農村振興部
農業農村整備事業、農業水利の調整、多面的機能支払交付金、中山間

直接支払交付金、農業振興地域制度、農地転用許可、都市農村交流の推
進、農山村地域の活性化、土地改良区の指導・監督、鳥獣被害防止対策
等の事務。

消費・安全部
消費者行政、食品表示法等に基づく食品表示の監視等、食育の推進、

米穀の流通監視、農薬・肥料・飼料等の使用の適正化、牛トレーサビリ
ティ等の事務。

関東農政局のお仕事



組織・関東農政局

「農林水産業・地域の活力創造プラン」や新たな「食料・農業・農村基
本計画」に基づく農政改革を着実に推進するため、農政についての説明や
相談に対応する農政全般に関する総合窓口として、自治体等と協力して農
政課題の解決に取り組むための事務。

管内国営
事業（務）所

食料需要に対応できる供給力を確保するため、食料生産の中核を形成す
る優良農業地域を対象に、受益者の申請に基づいて国営事業を実施。

各都県拠点







関東農政局栃木県拠点では、栃木県及び栃木県高等学校教育研究会農業部会等の御協力をいた

だき、栃木県内に所在する農林水産関係学校と連携した担い手育成対策の取組を推進しておりま

す。「百花繚乱」は、農業関係高校の魅力やＺ世代の強みを活かした多様な取り組みを詰め込ん

だ冊子です。2018年の創刊から今年で７度目の発行となりました。過去の「百花繚乱」について

は、関東農政局栃木県拠点ホームページに掲載していますのでご案内します。

最後に

★関東農政局栃木県拠点ホームページ

https://www.maff.go.jp/kanto/chiikinet/tochigi/tochigi_hyakaryouran.html


